




 障害度が進み上肢の筋力低下のため、食事行為が非常に負担となった患見に、

食事摂取に必要な最小限の行動範囲で食事の楽しさを取りもどさせる事を目的

として、お膳を回転させながら食物を自由に選ぶ事のできるお膳を昨年度にお

いて報告しました。


